
25 
 

 

項目 問題点 変更点　2007/2/11

評価期間

●評価期間が６ヶ月は措置入院の
ことを考えると長い。また６ヶ月以内
の退院請求も発生しており、問題。
●６ヶ月経過することで２点から急
に０点になる。

●初回および鑑定時のみ対象行為６ヶ
月前から現在までとし、２回目以降の
評価は３ヶ月間とする。

内容の不足
●意識障害を評価する項目がな
い。

●非精神病性症状の下位項目に意識
障害を追加する。

２）非精神病性症状

●「興奮」を躁状態に限らず状態評
価としているが、基準が不明確であ
る。
●「不安」どこまでの不安を取るか
不明確である。

●興奮を病的なものと分けようとする
と、困難が生じる。不安の基準も困難
なため、現行維持とする。
●下位項目⑨意識障害を追加。関連し
て解離に解説文を追加する。

４）内省・洞察

●対象行為と疾患の関連につ
いてのふり返りが重要である
が、対象行為を反省し、疾患を
認め、同時に対象行為と疾患の
つながりを否認した時に評定さ
れない。

●下位項目３＝病識から対象行為
と疾患の関係に関する事項を削
除。対象行為と疾患のつながりの
内省を下位項目４とする。
●下位項目１＝対象行為の振り返
り、２＝対象行為以外の暴力行為
と明文化する。

５）生活能力

●評価のばらつきが大きい
●入院中の生活と地域での生
活の差を入院中にどう評価する
か困難である。
●コミュニケーション技能～「困
難な状況で助けを求めることが
できない」→限定的になってい
る。グループには参加するがた
だ座っているだけのうような事例
の評価はどうするか、評価が困
難である。

保留

６）衝動コントロール

●対象行為について、行動の結
果を考えないということから衝動
的と評価されやすい。

●小項目３）「何か思いついたらす
ぐに行動してしまい、行動の結果が
自分や他人にどういう結果をもたら
すかを、考えることができない」を削
除する。

７）共感性

●１点と２点の基準の解離。２点
はサイコパシーなどに限る一
方、１点は限定なく使用。

保留

８）非社会性

●疾患の影響が慢性的であると
きに非社会的と評価することとし
ているが、研修会で口頭で伝達
するのみとなっている。
●疾患の影響をアセスメントする
ことに困難を生じるケースがあ
る。

●解説に「疾患の影響が慢性的で
あるときに非社会的と評価」と文を
追加する。
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９）対人暴力

●暴力があると２点になってい
る。殺人でも傷害でも評定に差
がつかない。
●「殺人」や「傷害」など行動の
結果によって評定に差をつける
こと、対象者以外の要因による
ところが大きい。
●殺人など重大なことであって
も、６ヶ月経過すると０点にな
る。

●項目内容としては保留する。評
価期間を2回目以降3ヶ月に短縮す
る。

１０）個人的支援

●「家族が引き受けを表明して
いるなら原則０点」という基準で
は、０～２の評定で問題点を明
確化することができない。（社会
復帰調整官より）

●アンカーポイント１点の解説に「巻
き込まれなどのために」と付け加
え、講習会で伝えているアンカーポ
イントをずらし、初版よりも厳し目に
評価する。

１１）コミュニティ要因

●退院地が決まっていない時に
１点となり、退院先がない方が
重大なのに評定が軽くなる。
●退院地が複数考えられるケー
スについてどのように評定する
かルールが定まっていない。

●退院地未定を２点とする。
●複数の退院地について評定す
る。（診療支援システム上は第２候
補以降はテキストで記載する。）

１３）物質乱用

●依存は２点で評価しやすい
が、１点の乱用レベルが不明確
である。

●「毎日大量に飲酒している、ある
いはブラックアウトしての問題行動
が繰り返されているということであ
れば乱用と判断して1点以上の評
価。飲酒量では、1日あたりビール
なら中ビン5本以上、焼酎なら3合
以上、日本酒なら５合以上が乱用
の目安となる。」と説明の文を挿入
する。

１４）現実的計画

●退院のために最も重要な項目
でありながら、研修会では常に２
点で、トレーニングができていな
い。

●研修会時に退院申請時など、入
院時初回評価以外の時点での評
価演習を加える。

１７）治療・ケアの継
続性

●退院のために重要な項目であ
りながら、研修会では常に２点
で、トレーニングができていな
い。

●研修会時に退院申請時など、入
院時初回評価以外の時点での評
価演習を加える。

個別項目

●個別項目の挙げ方のルール
の明確化が必要：特に放火

●個別項目の挙げ方、および可変
であること、評定し続けることとの
ルールを追加して、明記。
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